
令和元年度 福井型コミュニティ・スクール 実施報告書

勝山市立成器西小学校

１ 「家庭・地域・学校協議会」の運営について

（１）「家庭・地域・学校協議会」の構成 （２）協議会の内容

①６月１０日

・本年度のスクールプランについて

・地域の行事や参加について

②１２月１４日

・学習発表会参観

③２月２日

・西の子左義長まつり参観

④２月２７日

・学校評価の説明と次年度の課題検討

（３）協議会における成果と課題

・勝山地区公民館と連絡を密にし、「公民館だより」に学校行事の紹介や、児童の登下校における見

守り活動の記事を掲載した。学校では、見守り隊のへの感謝の集いを行った。

・支援いただいた方々を「西の子左義長まつり」に招待し、交流を深めることができた。

・それぞれの立場から子どもたちと関わり、学校との連携を考えてくださった。今後の取り組みに生か

していきたい。

２ 地域と進める体験活動

（１）活動のねらい

・地域の伝統芸能である左義長太鼓を伝承し、左義長まつりを盛り上げていこうとする態度を養う。

・地域の方との交流を通して、勝山の良さを知り、ふるさと勝山に愛着をもたせる。

（２）活動の実際

①西の子左義長まつり（全校）

勝山市の伝統芸能である左義長太鼓やしの笛を地域の方か

ら習い披露した。願い事を書いた短冊や行燈・つくりものを

地域の方に指導を受け作成し展示した。また、見に来られた

方にふるまいとして、地域のボランティアの方と 5年生がマ

ドレーヌを作り配布した。

②福祉学習・ボランティア活動 （４年生）

4年生は、福祉・ボランティアとはどのようなものかと調べ

た後、シニア体験や認知症出前授業を体験した。高齢者を理解

した上で地域のサロンに出向き交流した。

（３）地域コーディネーターの活動概要

西の子左義長まつりに向け指導者やボランティアを募集

していただくなど協力くださった。

高齢者のサロンなどは市の社会福祉協議会との連携もあ

り区長を通じて２つの地区でサロン体験を実施することが

できた。

（４）特に工夫した事項

本物に学ぶということで、地元の指導者や専門家の方に指導を受けた。

（５）成果と課題

西の子左義長まつりは、たくさんの地域の方の協力により成り立っており、今年で18回目となっ

た。今年も、地域コーディネーターの皆さんが専門の指導者やたくさんのボランティアの方に声か

けをしてくださり、スムーズな活動を実施することができた。良いお天気にも恵まれ、いつも以上

に大勢の参観者が来られ盛況な行事となった。その後、勝山市左義長まつりの前座としても役に立

った。今後は、関わる地域の方の枠をさらに広げ交流を深め、児童と幅広い地域の方との絆を深め

ていきたい。
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